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日韓関係が悪化するもとでの関西のインバウンド観光

【ご照会先】調査部 副主任研究員 西浦瑞穂（nishiura.mizuho@jri.co.jp ,06-6479-6086）

本資料は、情報提供を目的に作成されたものであり、何らかの取引を誘引することを目的としたものではありません。本資料は、作成日時点で弊社が一般に信頼出来ると思われる資料に基
づいて作成されたものですが、情報の正確性・完全性を保証するものではありません。また、情報の内容は、経済情勢等の変化により変更されることがありますので、ご了承ください。

（１）７月に日本政府が韓国向け輸出管理の運用見直しを実施して以降、日韓関係修復の糸口は未だ
見えず。関西国際空港発着の韓国便が減少するなど、政治問題がインバウンド観光に悪影響。
わが国への訪日外国人数は、2019年７月に全体では前年同月比＋5.6％と増加するなかで、韓
国人は同▲7.6％の減少（図表１）。訪日韓国人は、渡航先の多様化や韓国経済の減速などか
ら2018年央以降は弱い動きが続いていたものの、さらに政治問題が追い打ちをかけた形。

（２）関西への訪日外国人を国籍別にみれば、韓国は中国に次いで２番目のシェア（図表２）。関西
は九州や中国地方の各県に比較して韓国人観光客への極端な偏りはないが、これまでLCCの路
線拡充などにより韓国からの観光客増加がインバウンド需要を下支え（図表３、４）。

（３）今後の韓国人観光客の減少について参考になるのは、2017年にTHAADミサイルの配備を巡り中
韓関係が悪化した際のケースで、中国への韓国人観光客数は１年間で２割程度減少。関西への
韓国人観光客が今後同程度減少すればインバウンドへの相応の悪影響は不可避。韓国人観光客
の旅行消費額（2018年）は全国で5,881億円であり、このうち関西は1,900億円程度と試算。こ
れが２割減となれば370億円の消費減に相当。関西のインバウンド消費額が▲3％下押しされ
ることに。
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（図表１）わが国への訪日外国人数の動向
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（資料）日本政府観光局「訪日外客数」
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（資料）観光庁「訪日外国人消費動向調査」、日本政府観光局

「訪日外客数」より日本総合研究所試算

（注）その他アジアは2012～2013年はタイ・シンガポール・マレーシア・

インドの計、2014年以降はこれら４カ国にインドネシア・フィリピン・

ベトナムを加えた７カ国計。欧米豪は2012～2013年はイギリス・

ドイツ・フランス・アメリカ・カナダ・オーストラリアの計。2014年以降

はこれら６カ国にイタリア・スペインを加えた８カ国計。

〈 〉内は2018年時の構成比。
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（図表２）関西への訪日外国人数
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（図表３）都道府県別にみた訪日外国人に占める

韓国人の割合（2018年）

（資料）観光庁「訪日外国人消費動向調査」、日本政府観光局

「訪日外客数」より日本総合研究所試算
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（図表４）関西国際空港における入国外国人の

国籍別の動向（前年同期比）
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（資料）法務省「出入国管理統計表」
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（４）ただし、年内は関西へのインバウンド需要全体が大きく落ち込む可能性は小。まず、訪日外国
人数は中国や欧米などが堅調に増加していること、さらに、９月から11月にかけてラグビーワ
ールドカップ（以下RWC）がわが国で開催されること、が挙げられる。開催都市12都市中、関
西ではプール戦が東大阪市と神戸市の２都市で開催。RWCは開催期間が44日間と長期にわたる
イベントであり、海外からの観戦者の滞在期間は長期の傾向（図表５）。2015年イングランド
大会では、海外からの観戦者数は40.6万人、観戦チケットを購入した観客の居住地は世界151
カ国に上り、平均滞在期間は14日間。今回の日本大会でも、海外からの観戦客の長期かつ広範
囲な移動を伴う滞在が期待可能。京都や大阪などは欧米豪の観光客の訪問率が高く、関西へは
試合の開催に関係なく立寄りが期待できるところ。

（５）外国人のチケット販売見込みと、前回大会の外国人平均購入枚数（1.9枚）から類推すれば、
わが国への訪日外国人数としては延べ29万人が見込めることに。観光庁調査によれば、欧米豪
からの関西への訪問率は47％、訪問者の平均泊数は約６日、消費単価は約1.5万円/泊(2018年)。
これに基づけば、RWC観戦に訪れる外国人による関西での観光消費額は120億円と試算。関西が
開催地であることを加味すれば、さらにこれを上回る可能性。

（６）年内においては、韓国人観光客の不振（▲370億円）を、その他の国々の好調（＋520億円）と
RWC開催に伴う効果（＋120億円）が相殺し、関西のインバウンド消費総額の落ち込みは回避さ
れる見込み（図表６）。

（７）最近の関西の訪日外国人動向をみると、アジアからの観光客が依然中心ではあるものの、欧米
からの観光客数も着実に増加。今後も韓国のみならず国家間の関係悪化が観光に悪影響を及ぼ
す可能性があることを勘案すれば、幅広い国から訪日観光を誘引していくことがリスク分散に。
RWCに次いで、来年には東京オリンピック・パラリンピックが控えており、官民挙げて、関西
の魅力をアピールし観光立国の地歩を固めていくことが重要。
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（図表５）ラグビーワールドカップ観戦を目的にした外国人訪問者数

海外からの
観客数 滞在期間

（参考）
総観客数

2003年オーストラリア大会 65,000人 15～36日間 184万人
2007年フランス大会 不明 不明 219万人
2011年ニュージーランド大会 133,200人 6～38日間 147万人
2015年イングランド大会 406,000人 （平均）14日間 247万人

（資料） ニュージーランドビジネス・イノベーション・雇用省 "The Stadium of Four Million",

アーンスト・アンド・ヤング「ラグビーワールドカップ2015の経済効果 －開催後分析」

などにより日本総合研究所作成
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（図表６）2019年中の関西のインバウンド消費の増減要因
（億円）

（資料）日本総合研究所作成

（注）2019年の関西への訪日外国人数は2019年1～3月期の前年同期比４％増のペースが

年内持続すると想定。


